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　　　　　　　　　　　　　　　　　 Summary

　The　 effect 　of 　sojl　 water 　deficit　on 　 vitamin 　C，　sugar ，　 organlc 　 acid ，　amino 　 acids 　and 　carotene

contents ｛n　fruits　of 五ve 　large−fruited　tomato 　cultivars 　was 　examined ．
1，The　effect 　 of 　 soil　water 　deficit　 on 　vitamin 　C 　content 　per 　fresh　weight 　 varied ，　depending　on 　the
cultivars ；in　some 　cultivars 　vitamin 　C　content 　increased，　whereas 　in　others 　it　was 　unaffected ．
2．The　amounts 　of　glucose　and 　fructose　per　fresh　weight 　in　water ・stressed 　plants　were 　larger　than

those　of 　control 　treatment 　in　 almost 　 all　 cultlvars ，　but　they　were 　the　same 　 on 　dry　weight 　basis．
This　indicates　that　the　soil　water 　deficit　merely 　reduced 　water 　accumulation 　by　the　fruits．
3．The　amounts 　of 　organic 　acid 　and 　free　amino 　acid （per　fresh　and 　dry　weights ）were 　increased
by 　 water 　deficit　treatment ．　 Furthermore，重he　 effect 　 of 　the　 treatment 　 on 　the　 composition 　 of

organic 　and 　free　amino 　acids 　was 　different　which 　suggests 　that　soiU 　water 　deficit　affects 　the 　meta −
bolic　pathway　of 　organic 　and 　free　amino 　acids 　in　tomato 　fruits．
4」 nrod 　 and 　pink　type　cultivars ，　 so 且 water 　deficit　tended 　to　increase　the　amount 　of 　lycopene

per　fresh　weight 　in　the　outer 　pericarp　region 　but　it　had　no 　effect 　on 　the　amount 　and 　distribution

of　the　ye置low　pigments，β一carotene 　and 　xanthophyll ．

Key 　Words ： tomato ，　vitamin 　C ，　sugar ，　 organic 　acid ，　 amino 　acids ，

緒　　言

　高 糖 度 トマ トの 生 産 量 拡大 に 伴い ，果実 品 質 に 与 え る

培 地 内水 分 環 境 に 関 す る 研究 は 糖お よ び有機酸含量 を中

心 に 行 わ れ て き た （番 ら
，

1994 ；伊藤 ・河 合 ，
1994 ；

Mitchell ら
，
1991　a

，
1991　b ；太 田 ら ，

1991 ；栃 木 ・川 里 ，

1989）．しか し， 土 壌水 分 を制 限 し て 生 産 され る トマ ト

果 実 の 品 質形 質 に 関 して ， 糖 や 有機 酸 以 外 の 成 分 につ い

て は十 分 に 明 ら か に され て い る とは 言 え な い ．例 えば，

外観的 品質 あ る い は 栄養価の 重要な 因子 と な る 果 色 や色

素含量 に与 え る土 壌 水 分 の 影響 に つ い て は ，一一致 し た結

論 は 得 ら れ て い な い （本多 ・安井，1976 ；Moore ら
，

1958 ；施 山 ・阿部 ，
1977 ；Vittum ら

，
1962）．ま た 生 食

用 トマ トを対象 と して ， 土 壌水 分制 限 が果 実 内 ビ タ ミ ン

C 含量 に 及 ぼ す影 響 （栃 木 ・川 里 ， 1989）， ま た ア ミ ノ

酸含量へ 与 え る影 響 に 関 す る報告 は 少 な い．

　近年，野菜の 栄養価や 機能性成分 に 消費者 の 関 心 が 高

ま っ て い る （東尾，1996）．そ の た め，トマ トの 果 実 品

質 を評 価 す る場 合 ， 糖 や 有 機 酸 量 に 加 えて ビ タ ミ ン 類，

リ コ ピ ン や β
一カ ロ チ ン な らび に ア ミ ノ 酸 等 の 成 分 に つ

い て も検 討 す る必 要 が あ る と考 え る，一
方で は ，生食用

トマ トの 80％ 以 上 が
‘
ハ ウ ス 桃太郎

’
や 桃 太郎 をは じ

め とす る完熟系品種 で 占め られ て い るの が 現 状 で あ る．

そ こ で 本報告で は
‘
ハ ウ ス 桃太郎 の 品質を他 の 品 種 と比

較す る た め に 果色特性 が 異 な る 品種 を供試 し た，すな わ

ち ， 桃色 系 品 種 で あ る
‘
ハ ウス 桃 太 郎 と 豊 竜 ，赤色系

品 種 の
‘
ベ ス トオ ブ オ ール

’
な らび に 橙 色 系 品 種 の 黄 寿

’

と
‘
ジ ュ ビ リー’

を 供 試 して，土 壌水分制限 が生食用 トマ

ト果 実 の 品質 ，特 に ビ タ ミン C ，糖，有機酸，ア ミ ノ 酸

お よ び カ ロ チ ン 色素 に 与え る 影響 に つ い て 調 査 し た ．
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1．供 試 品 種 ， 栽 培 お よ び 処 理 概 要 種

　供 試 品 種 と し て，
‘
ハ ウ ス 桃 太 郎 ，豊 竜

’
，
‘
ベ ス トオ

ブ オール
’
，
‘
黄寿

’
お よ び

‘
ジ ュ ビ リ

ーt

を用い た ，砂を深
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さ 5cm 入 れ た 播種床 に 1995 年 4 月 1 日に 播種 し，砂

を 詰 め た 9cm の 育苗用 ポ ッ トに 鉢上げ し た．本葉 が 5

葉程 度 に 展 開 し た 5 月 10 日 に ビ ニ ル ハ ウ ス 内 の サ ン ド

ポ ニ ッ ク ス 砂 栽 培 プ ラ ン ト （幅 60cm ， 深 さ7cm
， 隔離

床） に 各 区 20 株 を定 植 し た．栽 植 密 度 は 株 間 20cm
，

条間30cm の 2 条千鳥植 え と し，整 枝 は 1本仕 立 て で 第

3果 房上 の 2 葉を残 し て 摘心 し た．ま た 着果数 は 1果房

3果 に した ．肥 料 は 基肥 と し て 1 株当た り，住友燐安液

肥 （N ：7，K20 ： 20） を 2．3m レ plant
−1
，硫酸 カ リ

（K20 ：50）お よ び過 燐酸石 灰 （P205 ：17，5） を各 2，8

g ・plant
−1

施 し た．追 肥 は 市 販 の 複 合 液 肥 （N ：P205 ：

K20 ＝15 ：8 ：17） を 500〜1000倍 に 希 釈 して 生 育 に応

じ て 与 え た．な お ， 与 え た液肥 の 水量は 1 日当た りの か

ん 水 量 に 含 め た ．追肥量 は 16．7g ・plant
−1

で あ っ た，

　土 壌 水 分処 理 区 と して 乾燥区 と対照区を設 け，1反復

と した．土 壤水分量 は 処 理 区中央部 の 深 さ 4cm の 位置

に 埋 設 し た水 分 セ ン サ ー （YZ −132
， 矢崎計器） で ，午

前 9 時
〜10 時 に 測 定 し，水 分 セ ン サー出 力 値 と 水 分 量

曲線 の 関係 （第 1 図） か ら 算 出 し た．処 理 は，乾 燥 区 で

は 圃 場容 水量 の 20〜30％，対照 区 で は 圃場容 水量 の

100％ に な る よ う に か ん水 し た．な お，本実験 に 使用 し

た 砂 の 圃 場 容水 量 は 48．5％ （含水比） で あっ た．

2 ．試 料 の 調 整 お よ び 分 析

　供試果実 の 開花後 の 生 育 環 境 を同 じに す る た め に 供試

果 実 の 開花 日 を揃 え た．すな わ ち，供 試 果 実 は
‘
ハ ウ ス

桃 太 郎
’
，

‘
豊竜

’
お よ び

‘
ベ ス トオ ブ オー

ル
’
で は第 2 果 房，

蹟 寿
’
と
‘
ジ ュ ビ リー’

で は 第 1果房 の 完熟果実 と し た．

5 月 下 旬 に 開 花 した 果 実 を供試果実 と し，7 月中旬 に 各

生 育段階 の 果 実 を
一

斉 に収穫 し た．収穫 し た果実 の 果色，

糖 度 な ら び に 開 花 後 凵数 を 考 慮 し て完熟果を選び出 し
，

処 理 区当 た り 10個 の 供試果実 を得 た．各 成 分 に 関 す る

抽出 ・分析方法を下記 に 示 し た，

1 ）糖 度 （Brix ）お よ び ビ タ ミ ン C 分 析

　果 実 の 1心 室 （果 皮 ， 胎座 お よび 隔壁組織を含 む ）を
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破砕 し た 後，遠 心 分離 （10000rpm，10min）を 1 回行

い 上澄 み 液を得 た．こ の 上 澄 み液 の 糖度 （デ ジ タ ル 糖度

計 TRM −110，竹村電機） お よび ビ タ ミ ン C （フ
ードァ

ナ ラ イ ザ
ーNA −FO41 ，ア ジ ノ キ ） を測定 し た．

2 ）糖 ， 有 機 酸 お よ び ア ミ ノ 酸 分 析

　凍 結乾燥 させ た 試 料約 O．5g を 80％ エ タ ノール で 抽出

し，濾過液 を ロ ータ リー・エ バ ボ レ ーターで 濃縮 し
， 蒸

留水 で 25、ml に 定容 した．定 容液 を 孔径 0．45μ m の フ

ィ ル タ
ー

に 通 し高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（HPLC ）

の 試料 と し た．HPLC の 分析条件を以下 に示 した．

　糖 分 析 は
，

カ ラ ム ：Shim −Pack　SCR −101C （内径7，9

mm ，長 さ300　mm ， 島津製作所），移動相 ：蒸留水，カ

ラ ム 温度 ：80 ℃ お よ び流 速 ：1．OmYmin の 条件 と し た．

検出 は示差屈折計 （RID −6A ，島津製 作 所）で 行 っ た．

有機酸分析 は，カ ラ ム ：Shodex 　RSpak 　KC −811 （内径 8

mm ，長 さ 300　mm ，昭和 電 工），移動 相 ：0，01％ リン 酸 ，

カ ラ ム 温度 ：50 ℃ お よび 流速 1．OmVmin の 条件 と した．

検出は 電 気 伝導度計 （CD −5，昭 和電工 ）で 行 っ た．ア

ミ ノ 酸 分 析 は
， OPA プ レ カ ラ ム 誘導体化 HPLC 法 で 行

っ た ．カ ラ ム ：Crestpak　C18S （内径 4．6mm
， 長 さ 150

mm ，日本分 光），カ ラ ム 温度 ： 35
°
C お よ び 流速 ：1．O

ml ！min の 分析条件 と し た．移動相 は 50　mM 酢酸ナ トリ

ウ ム （pH 　6．　0） お よび メ タ ノ
ー

ル
・
テ ト ラ ヒ ドロ フ ラ

ン （90 ： 10， v！v ） を 用 い た．検 出 は 蛍 光 検 出 器

（FP
−920，日本 分 光） を用 い ，励 起 波 長 を 345　nm ，蛍

光 波 長 を 455nm と し た ，

3 ）色 素 分 析

　抽出
・
分析 は永 田 ・山 下 （1992）の 方 法 に 準 じた ．試

料の 赤道部 か ら切り出 し た果皮部 （外 ・
中

・
内果皮），

胎座部 お よび 隔壁部 の 各組織約 lg に ア セ トン
ー

ヘ キ サ

ン （4 ：6，
v ！v ）20m1 と無水硫酸 ナ ト リ ウ ム を適量加 え

て 十 分 に破 砕 抽 出 し た ．約 1 時 間静 置 後，上 澄 み 液の 吸

光 度 （505nm ，453　nm ） を 分 光 光 度 計 で 測 定 し
， リコ

ピ ン と黄色色素類 （主 に β
一
カ ロ チ ン とキ サ ン トフ ィ ル

類 を含む ） を定量 し た．

結　 　果

1．実 験 期 間 中 の 栽 培 概 要

　 ハ ウ ス 内の 気 温 とか ん 水 量 を第 2図 に 示 した ．最 高 気

温 は 6 月 ま で ほ ぼ 30℃ 〜35DC で 推 移 し
， 収 穫 期 頃 に

は 約 38 ℃ に な っ た．最低気温 は 定 植 期 の 15°C か ら

徐 々 に 上昇 し，収穫期 に は 25℃ に な っ た．実験期間中

の 平均 の 1 日 当 た りの か ん 水量 は 乾燥区 で 360ml ・

plant
−1
，対照区で 680　ml ・plant

’1
で あっ た．

2．茎 葉 お よ び 果 実 の 生 体 重 お よ び 乾 物 重

　 茎 葉 お よ び 果 実 の 生 体 重 と乾 物 重 を 第 1表 に示 した，

茎 葉の 発達 は 土 壌水分 制 限 に よ り抑 え られ ，生 体 重 の 比

（乾燥区／対照区） は 茎 で 64〜80％ ，葉で 75〜90％，一一
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方乾物重の 比 （同上）は茎 で 76〜looo／． ，葉で 73〜9  ％

で あっ た．果 実 の 生 体 重 は乾燥区 が対照区 よ り減少す る

傾向が 認 め られ た．乾物重 は処 理 間差 が な か っ た．乾物

率 は すべ て の 品 種 で 乾燥 区 の 方 が 対照区 よ り有意 に 高か

っ た ．

3．ビ タ ミ ン C 含 量

　果実 の ビ タ ミ ン C 含量 を第 2 表 に 示 し た．生 体重当

た りで は
‘
ハ ウ ス 桃太郎

’

， 豊 竜 お よ び
‘
ジ ュ ビ リ

ーt

は

乾燥区 の 方 が 高 く ， そ の 他 の 品 種 に は 処理 問差 が な か っ

た ．乾物重 当 た りで は，処 理 間差 が な い 品種 と乾燥区 の

方 が 対 照 区 よ り低 い 品種 が 認 め ら れ た ．

4 ．糖 度 （Brix），糖 含 量 お よ び 有 機 酸 含 量

　糖度 お よび 糖含量 を第 3 表 に 示 し た ．糖度 は全 品種 で

乾燥区の 方が 対照区よ り高 か っ た ．糖含量は 生 体重当 た

りで は
‘
ベ ス トオ ブオ ー

ル
’
以 外 の 品種で 乾燥区が 対照区

　 　 1500
．蜀
崑ヂ’
ヨ葛

1000

壁
θ3 　500

詈
理　　 0

より高か っ た ．乾物 重 当 た りで は
‘
ベ ス トオ ブオ

ー
ル
’
以

外の 品 種 で 処 理 間 差 が な か っ た．

　有 機酸 含 量 を第 4 表 に 示 し た．シ ュ ウ 酸 は 生 体 重 当 た

りで は
‘
ジ ュ ビ リ

ー一’以 外の 品種で 乾燥 区が 対 照 区 よ り高

か っ た，乾物 重 当 た りで は 豊竜
’
以 外 の 品種 で 処理 間差

が な か っ た．ク エ ン 酸 は生 体 重 当 た りで は全 品種で 乾燥

区が 対照区 よ り高 か っ た．乾物 重 当 た りで は
‘
ハ ウ ス 桃

太郎 ，

‘
豊竜

’
お よび

‘
ベ ス トオ ブ オー

ル
’
で 乾燥区が 高か

っ た ．リ ン ゴ 酸 は 豊 竜
’
の 生 体重 と 乾物 重 当 た り な らび

に
‘
ジ ュ ビ リ

ー’
の 乾物重当 た り以 外で は 処 理 間 差 は な か
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Fig．2．　Amount 　of 　irrlgat量on （ml ）per　plant　 and 　maximum 　and

　　minimum 　temperature （℃）during　experiment ．
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Table　4．　 Effect　of 　soil 　water 　deficit　on　organjc 　acid　contents 　in　tomatoes．
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PCA ≡PyrrohdQne¢ arboxylic 　acid

＊ ＊，＊ and 　n．s．indicaしe　significant 　differcnces　by　T しesしat　l ％ Level，5 ％ level　and 　nQ 　sig 囗ificanl　differences

respectively ．

っ た，ピ ロ リ ドン カ ル ボ ン酸 は ，生体重お よび 乾物 重 当

た りで
‘
ハ ウ ス 桃 太 郎

’
，豎 竜

’
お よび

‘
ベ ス トオ ブ オ ー

ル
’
に お い て 乾燥区 が高 か っ た．し か し

‘
黄寿

’
お よ び

‘
ジ

ュ ビ リ
ー’

に は 処 理 間 差 が な か っ た ，

　糖 と有機酸の 比を第 5 表 に示 し た ，糖 と有 機酸 の 比 は
，

豊 竜
’

お よ び
‘
ベ ス トオ ブ オール

’
で 乾燥区 が 対 照 区 よ り

有 意 に低 く，他 の 品種 に は 有意差 は な か っ た．

5 ．遊 離 ア ミ ノ 酸 含 量

　 トマ ト果実 の 主 要 な遊離 ア ミ ノ 酸含量を第 6 表 （生 体

重当た り） と第 7 表 （乾物 重 当 た り） に 示 し た ．生 体重

当 た りで は
，

‘
ハ ウ ス 桃 太 郎 ，

‘
豊 竜

’
お よび

’
ベ ス トオ ブ

オ ー
ル
’
の 調 査 し た す べ て の 遊離 ア ミ ノ 酸 は 乾燥 区 が 対

照 区 よ り有 意 に 高 か っ た．
‘
黄寿

’
は 処理問差 が な か っ た．

乾物 重 当 た りで は，ハ ウ ス 桃太郎 お よび
‘
ベ ス トオ ブオ

ー
ル
’
で 乾燥区が 対 照 区 よ り有 意に 高 か っ た ．

6 ．カ ロ チ ノ イ ド 色 素 含 量

　果実 内の 各組 織の 色 素 含 量 を第 3図 に 示 し た ．リ コ ピ

ン 含量 は ，調査 し た 赤
・桃 色 系 トマ トの

‘
ハ ウ ス 桃 太 郎 ，

豊 竜
’
お よ び

‘
ベ ス トオ ブ オ

ー
ル
’
の 果皮部に お い て 乾燥

区 が 対 照 区 に比 べ 明 ら か に 高か っ た．
‘
ハ ウ ス 桃太郎

’
と

豊 竜
’
の 胎 座組織 で は 乾燥区が 対照区より高 く，隔壁組

織で は 処 理 問 差 が な か っ た．ベ ス トオ ブ オ
ー

ル
’
で は 胎

座組織 で 処理 間差 が な く，隔壁 組織で は乾燥区が 高 い 傾

向 が あ っ た ．一
方，黄色 色 素類 は 3 品 種 と も に 組 織 に か
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Tab 且e　S．　Effeet　ef 　soil 　svater　deflcit　on 　sugar −acid　rutio　in　tomatoes．

Cuhivar 　　　　　 Treatmen し　　　　　　 Sugu「−acid
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ralio

Table　7．　 Effect　of 　soi ］water 　dcficit　on 　free　amine 　acid 　contents 　in

　 　 tomaloes （mg ／lOeg　dry　wt ）．
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Table　6．　 Effect　of　soil　water 　deficit　on 　free　amino 　acid 　contents 　in

　 　 tomatoes （mgtl 　009　fresh　w し）．

＊ ＊，＃ and 　n．s．　indicatc　significunt 　differences　by　T 　test　at　l ％ level，
5％ level　and　no　signi銭cant　differences　respectlvety．
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5 ％ leve且and 昌 o　significan しdifferences　respectLvely ．

か わ らず明瞭な処理間差 は み られな か っ た．

考　　察

　土 壌水 分 量 が トマ ト果 実 の 生 体 重 当 た りの ビ タ ミン C

含量 に及 ぼ す 影 響 に つ い て，栃木 ・川 里 （1989）は 土 壌

水 分 の 少 な い 区 ほ ど増 加 す る と 報 告 し て い る．ま た

Rudich ら　（1977） は 開 花 期 ま で の か ん 水 ・そ の 後 の 無

か ん 水処理 に よ りビ タ ミ ン C 含量 は 最 も高 ま っ た とす

る結果を示 し て い る．本実験 で は ，土壌水分制限に より，

生体重当 た りの ビ タ ミ ン C は 増加 す る 品種 と影響 が な

い 品種 が あ っ た．一
方，乾物重当た りの 含量 は土 壌水分

制 限 に よ り減 少 す る 品 種 と影 響 が な い 品種 が認 め られ た．

こ の
一

要因 と し て ，葉面 積獲 得 の 品 種 問差 が考 え られ る ，

す な わ ち，果実 の ビ タ ミ ン C 含 量 は 果 実 へ の 光条件 に

よ り 異 な る た め （泉 ら，1990；篠原 ら，1980），葉 に よ

る果実の 遮光程度 が 品種 に より異 なる た め に 結果的 に ビ

タ ミ ン C 含量 に 違 い が 生 じ る と推察 され る．さ らに ，

土壌水 分 制限 に よ る乾物重 当た りの ビ タ ミ ン C 含 量 の

低 下 は，ヘ キ ソ ース か ら ビ タ ミ ン C 合成 の 経 路 の 抑 制 ，

あ る い は ビ タ ミ ン C か ら シ ュ ウ 酸 や 酒 石 酸 の 分 解経路

の 促進 に 起 因す る と 考 え られ る が ，品種 に よ っ て 土 壌水

分 制 限 が こ れ らの 合 成 あ る い は分 解 経路 に 与 え る 影響が

異 な る た め と推察 された．こ れ らの 推察 に つ い て は 今後，

詳細 に 明 らか に し た い ．

　果実の 糖含量 は，生体重当た りで 土 壌水分 制 限 に よ り

高 ま っ た が，乾物重 当 た りで は処 理 間 に 差 は な か っ た．

Mitchellら （1991　b）は，成 熟期 に お け る トマ ト果 実 の

乾 物 重 当 た りの ヘ キ ソ
ース 含量 は 土 壌水分 制限処 理 に よ

る 水分 ス トレ ス の 影響 を受 け ない と し て お り，本実験 も

同様の 結果 と な っ た．土壌水分制限 に よ る果実内糖含量

の 生体重当た りの 増加は ， 主 に 果実内へ の 水分移動の 抑

制に よ り生 じ る水分 含有率 の 変化 に起因す る と推察 され

た．

　果実の 酸度お よ び有機酸含 量 は，土 壌 水 分 制 限 に よ り

生 体 重 当 た りで 高 ま る とす る報 告 は 多 く あ る （今 田 ら，

1987；Mitchellら，1991a；Rudich ，1977；崎 山，1968 ；

栃木
・
川里，1989）．こ れらの 中で ，Mitchellら （1991　a ）

は 成熟果実の ク エ ン 酸含量 は ，土壌水分制限 に よ り生体

重当 た りで は 増加す るが 乾物重当 た りで は減少 し，リ ン

ゴ 酸含量 は 生体重，乾物重当 た りで 増 加 す る と述べ て い

る．一
方 ，崎山 （1968）は トマ ト果 実 の 全 酸含 量 は生 体

重 当 た りで は 増 加 す るが，乾物 重 当 た りで は 影響が な い
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Fig．3．　Effect　of　soil　water 　deficit　on 　lycopene　and 　yellow　pigment　contents 　per　fresh　weight 　in　tomatoes．
　 Each　holizontal　bar　indicates　the　 standard 　 error ，

た め に生 体 重 当 た りの 増加 は果 実内の 水分含有率の 変化

に 起 因 す る と考 察 し て い る．本 実 験で は，ク エ ン 酸 と ピ

ロ リ ド ン カ ル ボ ン 酸 は 生 体重 ，乾物 重 当 た りで 増 加 す る

傾向が あ っ た．こ れ ら の こ と か ら，土 壌水 分 制限 に よ る

生 体 重 当た りの 有機酸含量の 増加 は ，果実内の 水分含有

率 の 変化 だ け で は な く ， 有機酸 の 代謝機構 に も影響 し て

い る と推 察 され た。

　水 分 ス ト レ ス と ア ミ ノ 酸 の 関 係 に つ い て Good ・Za −

plachinski（1994）は，　 Btassica　napus （品 種 ：Westar ）

葉内の ア ミ ノ 酸濃度 は土 壌 水 分制 限 処 理 に よ る水 分 ス ト

レ ス に よ り高 ま り，
そ の 影響 は ア ミ ノ 酸 の 種 類 で 異 な る

と報告 して い る．伊藤 （1994） は 植物 が 水分 ス ト レ ス を

受 け る と ， 受 動 的 に光合成産物を蓄積す るだ けで な くア

ミ ノ 酸，有 機 酸，カ リ ウ ム お よ び塩素 な どを積極的に 蓄

積す る こ と が あ る と述 べ て い る．本実 験 に お い て も，果

実の 遊離 ア ミ ノ 酸含量 は 土 壌水分 制限 に よ り生 体 重 ，乾

物重当 た りで 増加す る 品種 が あ り，土 壌水分 制限 は ア ミ

ノ 酸の 生合成 の 代謝 に 影響 を与 えて い る と推察 され た．

　土壌水分制限に よる トマ ト果実 の リコ ピ ン含量 に 関 し

て ，施 山 ・阿 部 （1977） は 加 工 用 品 種 に お い て
， 土 壌 の

水 分 制 限 に よ る リ コ ピ ン の 増 加 は果 実 の 組 織 に よ り異 な

り，外壁部 （果皮部〉 で 顕著 に 現れ る が胎座 部 で は 影響

が ない と報告 し て い る ．生食用品種 を対象 と し た 本実験

に お い て も，すべ て の 品種 の 果皮部 で 土壌水分制限 に よ

り リコ ピ ン 含量 （生 体重当た り） が 高くなっ た ．．・
方 ，

黄色色素類 （主 に β
一
カ ロ チ ン と キ サ ン ト フ ィル を含む ）

は 果 実 の 組 織 に か か わ らず 土 壌 水 分 制 限 の 影 響 は な い こ

とが 明 ら か に な っ た．

　土壌水分制限 の 影響 は果実の 各成分 に よ り異 な っ た，

す なわち，生体重当 た りの 増加 は 主 に 果実内の 水分含有

率の 変化 C
‘
濃縮効果

”
） に 起因す る成分，水分含有率の

変化 と乾物当た りの 生成量 の 増加 に 起因す る成分が あっ

た．糖度 （Brix），ブ ドウ 糖 お よ び 果 糖含量 は 主 に
“
濃

縮効果
”

の 影響 を，ビ タ ミ ン C ，有 機 酸 お よ び ア ミノ 酸
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は
“
濃縮効果

”
と乾物 当 た りの 生 成 量 へ の 影 響 が 認 め ら

れ た ．ま た
，

こ れ ら の 影響 の 程 度 は 品種 に よ り異 な っ た ，

　
‘
ハ ウ ス 桃太郎

’
の 果実品質 （生体重当 た りの 含量） を

他 の 品 種 と比較す る と，ビ タ ミ ン C 含量 は
‘
豊 竜

’
や

‘
ベ

ス トオ ブオ ール
’
に 比べ て 若干少 な か っ た，カ ロ チ ン 色

素量 に は顕 著 な 品 種間差 は なか っ た．一
方，対照区 と乾

燥区 と も に ブ ドウ 糖 お よび果 糖含量 は
‘
豊竜

’
と 同程度 で ，

他 の 品種 に 比 べ て 高か っ た，糖 酸 比 は他 の 品 種 に 比 べ 高

い 傾向が み ら れ，特 に 乾燥 区 内 で は そ の 傾 向 は顕 著 で あ

っ た．各 ア ミ ノ 酸含量 も乾燥区内で は他 の 品種 に比べ て

高 く な る傾 向 が み られ た，一
般 に，

‘
ハ ウ ス 桃太郎

’
は他

の 品種 に比 べ て 味 が濃厚 で 甘い 品 種 と評価 されて い る が，

本実験 か ら も同 様 の 結 果 が 示 され た ．特 に
， 土壌水分制

限 に よ りそ の 傾向 が強 くな る品 種 で あ る こ とが 明 らか に

な っ た ．

摘　　要

　土 壌 水 分 制限が トマ ト果実の ビ タ ミ ン C，糖，有機酸

含量 ，ア ミ ノ 酸お よび色素含量 に 与 え る影響 に つ い て ，

大 果系 5 品 種 を用 い て 調 査 した ．

1 ．ビ タ ミ ン C 含量 は，生 体重当 た りで 土壌水分制限に

よ り増加す る 品種 あ る い は 影 響 を受 け な い 品種 が あ っ た ．

2 ．ブ ド ウ 糖 お よび 果糖含 量 は，ほ とん どの 品種 で 土 壌

水 分 制 限 に よ り生体重当た りで は 増加 し た が，乾物当た

りで は 影響 を受 け な か っ た ．生体重当た りの ブ ドウ 糖 お

よ び 果糖 含量 の 増 加 は果 実内へ の 水分移動抑制の 影響が

大 き か っ た．

3 ，有機酸 お よび ア ミ ノ 酸含量 は生体重当た り， 乾物重

当た りと もに 土 壌 水 分 制 限 の 影 響 を 受 け た ．そ の 影 響 は

各構成成分 に よ り異 な っ て い た こ とか ら，土 壌 水 分 制 限

は 有 機酸 お よび ア ミ ノ 酸の 代謝 に 影響を及 ぼ して い る と

推察 され た．

4 ．赤
・桃 色 系 品種 に お い て

， 果皮の リ コ ピ ン含量 はす

べ て の 品種 で 土 壌 水 分 制限 に よ り高 くな っ た．一
方，黄

色色素類 （主 に β
一
カ ロ チ ン と キ サ ン トフ ィ ル を含 む ）

は 果 実部位 に か か わ らず，上 壌 水 分 の 影 響 を 受 け な か っ

た．
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